放映取扱基準

令和6年7月1日

まちづくり推進課　広報情報係

１．趣旨・目的

町民から提供を受けた町内で行われるイベントや出合作業、地域風景などの映像及び文字放送によるイベント告知を南伊勢町行政チャンネルで放映し、テレビを通じて町民同士で共有することで、地域活性化やまちづくりに広く役立てるものとする。

２．放映に関して

放送枠　　　南伊勢町トピックスの「役場からのお知らせ」内、又は特集番組内



文字放送については、文字放送時間帯

放送日数　　1･8･15･22日更新分の各更新日から次の更新日の前日まで



文字放送については申請者指定の日から最大で1ヶ月程度(内容により調整)

放映開始日　放送準備ができたものから毎月1･8･15･22日の更新時に公開

放映仕様
標準画質（DVD相当）で放映する。



・標準画質とは、SD画質（カラー720×480ピクセル）の大きさ及び画質



・標準画質より高画質なものは編集時に標準画質へ変換される



・未編集または5分を超える映像は1本あたり5分から30分以内に編集して放映する

　　編集方針　　原則、町において行なう編集は以下のとおり最小限のものとする。

・不要シーン、映りの悪いシーンのカット

・尺調整

・色合いと明るさの調整

・大きすぎる音量の調整

・簡易なテロップ

　　

３．放映申込に関して

申込み方法　必要事項を記入した申込用紙と映像素材または関連資料とともにまちづくり推進課へ

提出。郵送または宅配便で媒体提出も可とするが、提供者とあらかじめ相談する。

　　　　　　※文字放送のときは映像に代えて関連資料・原稿などを必ず添付する

４．映像（番組）に関して

　持込素材仕様　DVD・BD・各種メモリーカード・カメラ本体などに記録された以下に該当するもの

　　　　　　　　　・標準画質（DVD相当）以上の画質でデジタル形式のもの

　・できるだけ加工、編集が容易なMP4形式などとし、その他の形式については事前に確認をするものとする

・役場保有機器で取り込みが可能な媒体及び形式のもの(インターネット転送可)



　・著作権保護機能(コピーガード)をかけていないもの

　　　　　　　　　※miniDV規格の受付を廃止するにあたり、経過措置としてminiDV規格による応募受付は、平成30年度末まで受付を行うが、次年度より受付を停止する。

　　　　　　　　　※8mmテープ、VHS形式、β形式、その他アナログ形式による応募は、提供者があらかじめデジタル映像形式に変換したものに限り受付を行う。

　持込素材返却　DVD・BD・インターネット転送で一度提供され、放映された素材及びメディアは、原則として返却しない。ただし、カメラ機器に記録されたもの、メモリーカードの場合は返却する。原稿や添付資料についても同様とする。提供者が提供映像を手元に残したい場合は、返却を行う媒体で応募するか、提供者側であらかじめコピーを行なうように案内するものとする。



　※カメラ機器に記録されたもの、メモリーカードの場合は返却する



　※カメラ機器及びメモリーカードの返却時、提供者が引き取りにくること

　　　　　　　※返却時に配送希望の場合は、送料を提供者負担(着払い)で返送する

　放映内容基準　南伊勢町行政チャンネル放送基準に準ずる（令和2年6月15日告示）

５．提供者了解事項

　　映像の提供を行ったとき、提供者は以下の内容に同意したものとする。

（1）映像の取扱(町による編集を含む)については、町に一任すること

　　（2）町から追加情報の提供を求められた場合、それに応じること

　　（3）一切の問い合わせ及び苦情について、責任を負うこと

　　（4）映像の撮影及び提供に係る費用は提供者自身で負担すること

本基準は令和6年7月1日より適用する。
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